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はしがき

１

2026年6月 両校を代表して
谷 川 和 昭

作業療法と社会福祉という二つの専門領域が協働して実施する職
種間連携教育は、本年度で6年目を迎えた。継続的な取り組みを通
じて教育内容は体系化され、学生の学びも地域との協働も着実に深
化している。本冊子は、その第3期にあたる活動報告である。
今年度も「地域共生」と「健康増進」を共通テーマとし、「車い

す街歩き」と「高齢者との交流イベント」を中心に教育プログラム
を構成した。

「車いす街歩き」では、昨年度リニューアルされたアプリ
「WheeLog!」を活用し、学生が実際に街を走行した。段差や路面
状況、動線の制約などを身体的に体験することで、バリアフリーの
意義を実証的に理解する機会となった。また、地域共生の視点から、
車いすユーザーにとって実用性の高いバリアフリーマップの在り方
について検討を深めた。
「高齢者との交流イベント」では、地域の集会所を定期的に訪問

し、「いきいき百歳体操」の見学体験に続いて、学生が企画したレ
クリエーション活動を実施した。学生主導の取り組みを高齢者の
方々が毎週楽しみにされていたことは、双方の関係性の構築と学習
意欲の向上に寄与した。
これらの実践は、活動の実施にとどまらず、毎回の振り返りを丁

寧に行い、報告書として整理し、LINEオープンチャットを通じて全
体共有を図った。本冊子は、それらの記録を体系的にまとめたもの
である。
前期12コマにわたる約半年間、学生は地域社会との協働を通して

主体的に学びを深めた。車いすユーザーや高齢者の生活世界への理
解を深めるだけでなく、地域課題の把握と解決に向けて、作業療法
と社会福祉という専門性の差異を手がかりに新たな認識を獲得した。
これらの経験は、地域共生社会の実現に向けて学生が一歩進めた

といえる重要な学習成果である。
最後に、本年度も職種間連携教育の機会を提供してくださった赤

堀将孝先生に深く感謝申し上げる。また、実践活動の歩みを象徴す
る「赤穂の風～共生社会の歌～」の掲載をご承認いただいたことは、
本冊子の意義を一層豊かなものにした。地域課題解決に向けたこの
連携の取り組みを、今後も継続的に発展させていきたい。
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運動実践報告書
＆

WheeLog! 報告書

◎報告書は大きく2種類あります。
一つは宮前町集会所にて、いきいき百歳体操

参加者の皆様のご協力のもと、運動やレクリ
エーションを実践した結果の報告書です。

もう一つは、車椅子に乗り、赤穂市内を
WheeLog!アプリを起動して探索した、バリア
フリーマップの作成に向けた報告書です。

◎報告書内容についてご覧いただき、ご意見を
いただけると幸いです。

◎この報告書についてのご不明な点は、35ペー
ジの各校の担当にお問い合わせください。

報告書の説明



【高齢者とのレクリエーション】

2026年度は全4回

・5月26日：1班
（並び替えゲーム、逆さ言葉ゲーム、

言うこと一緒やること逆ゲーム）

・6月 2日：2班
（文字あて風船バレー、棒タオルリレー、

ペットボトルボウリング）

・6月 9日：3班
（風船バレー）

・6月16日：4班
（風船リレー、新聞紙巻取りゲーム）

宮前町集会所ーはくほう会医療専門学校赤穂校：450m
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【車いす街歩き：WheeLog!】

5月26日～6月16日
：WheeLog!アプリを起動した車いす街歩き

（高齢者との交流を除く各日3班）

https://wheelog.com/hp/

◯WheeLog!の紹介

詳細
はこちら

◯各班の報告ページ
１班 p.10-15 ２班 p.16-21
３班 p.22-27 ４班 p.28-33 
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あとがき

2026年6月

いきいき百歳体操への参加とWheeLogアプリを活用したバリ
アフリーマップの作成という本連携教育実践も3年目となった。
過去2年分の冊子を振り返りながらあとがきを書いているが、多
くの方々の協力と学生の皆さんの入念な準備・地道な活動の上に
成り立っていることに大変感謝している。これからの保健・医
療・福祉領域では『地域での生活』を抜きには困難を抱える方を
支援することはできないだろう。今回体験した「アセットベース
ドアプローチ」「コミュニティベースドアプローチ」「チーム
ベースドアプローチ」が、今後の実習や臨床での支援に影響し、
それぞれの専門領域で活躍されることを期待している。

車椅子での街歩きや高齢者との交流を通し、配慮の重要性を学
んだ。街歩きでは移動や入店の際に困難が生じたが、周囲の手助
けによって解消できると実感した。この経験から、相手の立場に
立って考え、能動的に行動することが適切な配慮に繋がると痛感
した。また、いきいき百歳体操では負荷の調節や継続のための工
夫を目の当たりにした。このことから、他者だけでなく自らの体
に向き合い、健康を維持するという「自分への配慮」も不可欠だ
と気づいた。今後は周囲への思いやりと同時に、自分自身への配
慮も大切にしたい。

車椅子体験や高齢者との交流を通して、相手の立場になって考
えることの大切さを学んだ。実際に車椅子に乗って移動すると、
普段は気にならない小さな段差や坂道でも進みにくく、不安を感
じた。また、介助する側も周囲の安全を確認しながら操作する必
要があり、声かけや気配りの大切さを実感した。高齢者との交流
では、いきいき百歳体操に参加し、私たちが考えた遊びを一緒に
行った。みなさん楽しそうに参加してくださり、交流によるコ
ミュニケーションの大切さを学んだ。今回の体験により、私に
とっての当たり前は、全ての人の当たり前ではないことを学んだ。
今後も相手の立場や気持ちを考え、思いやりを持って行動したい。

赤 堀 将 孝

梅 田 愛 良

石 本 つく し
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関西福祉大学社会福祉学部
谷川ゼミ2回生

谷川和昭

はくほう会医療専門学校赤穂校
作業療法学科21期生

赤堀将孝

作成・編集者一覧（2026年度）

協 力

赤穂市宮前町いきいき百歳体操
いきいき宮前の皆様

社会福祉学部教授
社会福祉士

作業療法学科専任教員
作業療法士
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浅 田 悠 那

石 本 つくし

内 海 朝 陽

河 合 美 咲

小 山 羽 柊

坂 本 妃 菜

島 谷 温 陽

竹 林 真 央

細 見 彩 菜

本 田 唯 人

宮 西 勇 仁

赤 松 胡 春

新 井 菜 月

梅 田 愛 良

江 川 愛 美

菅 真 廣

黒 田 裕 紀

杉 本 星 華

太 井 友莉乃

林 菜 湖

林 田 一 輝

北 條 陽 雲

松 下 友 紀

三 木 洸 太

宮 田 花 凜

山 口  美 里



関西福祉大学社会福祉学部
谷川ゼミ

はくほう会医療専門学校赤穂校
作業療法学科

✕
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